
 
 （1） 

                     
                                 
                             
 
 

2005年 3月 6日  No.162
発  行 

カトリック仙台司教区 
〒980-0014 仙台市青葉区本町 1-2-12 
Tel (022) 222-7371 Fax(022)222-7378 
発行責任 広 報 委 員 会 

URL； http://sendai.catholic.jp/

 
 

「
仙
台
教
区
集
会
祭
儀
式
次

 
 
 
 
 

仙
台
教

 

溝
部
司
教
の
時
代
か
ら
仙
台
教

区
司
祭
評
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
こ
と
の
一
つ
に
、
司
祭
が
不

在
の
た
め
小
教
区
で
主
日
に
ミ
サ

が
行
わ
れ
な
い
場
合

に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
集
会
祭

儀
に
つ
い
て
の
理
解

や
そ
の
必
要
性
な
ど

も
、
司
祭
に
よ
り
、

ま
た
地
域
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
う
し
て

司
祭
評
議
会
で
討
議

を
重
ね
、
そ
の
結
論

と
し
て
２
０
０
４
年

３
月
に
溝
部
司
教
が

『
司
祭
不
在
の
時
の

主
日
の
集
会
祭
儀
を

行
う
に
際
し
て
』
と
題
す
る
司
教
書

簡
を
発
表
し
、
「
主
日
の
ミ
サ
を
出

来
る
限
り
大
事
に
す
る
が
、
ミ
サ
が

行
わ
れ
な
い
教
会
で
は
信
徒
の
司

式
に
よ
る
集
会
祭
儀
を
行
う
こ
と

を
勧
め
る
」
と
い
う
方
針
を
表
明
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て

「
集
会
祭
儀
式
次
第

掛
か
る
こ
と
に
な
っ

台
教
区
独
自
の
と
言

と
し
て
い
ま
す
。 

 

式
次
第
の
作

成
に
あ
た
っ
て

は
、
佐
々
木
博

師
を
チ
ー
フ
に

宮
崎
正
美
氏
（
東
仙
台
教
会
）
、
勝
俣
美

代
子
氏
（
同
）
、
橋
本
亮
二
氏
（
元
寺
小

路
教
会
）
の
チ
ー
ム
に
素
案
作
り
を
依

頼
し
、
提
出
さ
れ
て
き
た
素
案
を
司
祭

評
議
会
で
検
討
す
る
、
と
い
う
作
業
を

計
４
回
繰
り
返
し
た
後
、
５
回
目
に
最

台
教
区
活
性
化
の
た
め
の
研
修
会
」
が

こ
の
『
式
次
第
』
を
材
料
と
し
て
用
い

ら
れ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
岩
手
県
で
は
既
に
２
月
６
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
３
県
で
は
３

月
以
降
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

し
（
２
頁
参
照
）
、
そ
れ
に
は
希
望
者
は

信
徒
・
修
道
者
・
司
祭
の
誰
で
も
参
加

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
な
さ
る
よ
う
に
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。 

）

に
歩
い
て
く
だ
さ
っ
た
復
活
の
イ
エ
ス

に
、
全
く
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
イ
エ
ス
は
、
聖
書
全
体
に
わ
た

っ
て
ご
自
分
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
、
す
べ
て
説
き
明
か
さ
れ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
た

か
れ
ら
の
信
仰
の
目
が
、
み
こ
と
ば
の

光
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
イ
エ
ス
だ
と
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
勿
論
、
食

卓
を
共
に
す
る
と
い
う
体
験
も
必
要
で

し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
お
こ
と
ば
は
、
光

な
の
で
す
。
〈
博
〉 
集会祭儀司式者任命式（元寺小路教会
第
」
完

 成

区
顧
問
団 

 

仙
台
教
区
独
自
の

」
の
作
成
に
取
り

た
わ
け
で
す
。
仙

っ
て
も
、
規
範
と

す
べ
き
カ
ト
リ

ッ
ク
中
央
協
議

会
発
行
の
『
ミ

サ
以
外
の
と
き

の
聖
体
拝
領
と

聖
体
礼
拝
』
に

あ
る
「
集
会
祭

儀
（
司
祭
不
在

の
と
き
の
こ
と

ば
の
祭
儀
と
聖

体
拝
領
）
」
の
式

次
第
を
下
敷
き

終
版
が
で
き
る
、
と
い
う
過
程
を
見
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
過
程
の
さ
な
か
に
、

溝
部
司
教
の
高
松
へ
の
転
任
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
教
区
顧
問

団
の
責
任
の
も
と
に
作
成
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 
 

こ
う
し
て
『
仙
台
教
区 

集
会
祭
儀

式
次
第
』
が
完
成
し
、
２
０
０
４
年
12

月
20
日
付
で
教
区
内
の
す
べ
て
の
小

教
区
、
修
道
院
に
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
各
小
教
区
で
は
こ
れ
を
、

そ
こ
で
必
要
と
す
る
だ
け
コ
ピ
ー
し
て

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
使
用
に
当
た
っ
て
は
、「
ま
え
が

き
」
お
よ
び
「
集
会
祭
儀
を
行
う
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
」
に
も
あ
り
ま
す
が
、

各
共
同
体
は
司
祭
と
共
に
よ
く
準
備
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

良
い
準
備
に
な
る
も
の
と
し
て
、
「
仙

▼
復
活
徹
夜
祭
の
初
め
に
行

う
「
光
の
祭
儀
」
で
、
復
活
の

ろ
う
そ
く
に
灯
さ
れ
て
い
る

「
キ
リ
ス
ト
の
光
」
を
、
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
ろ
う
そ
く
に
灯
し
ま
す
。
キ

リ
ス
ト
者
が
、
自
分
で
努
力
し
て
、
自

力
で
光
を
輝
か
す
の
で
は
な
く
、
「
ま

こ
と
の
光
で
あ
り
、
世
に
来
て
す
べ
て

の
人
を
照
ら
す
」
（
ヨ
ハ
ネ
１
・
９
）
キ

リ
ス
ト
か
ら
、
光
を
い
た
だ
く
の
で
す
。

光
源
は
あ
く
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
光
で
あ
ら
れ
る

キ
リ
ス
ト
に
照
ら
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、

わ
た
し
た
ち
も
及
ば
ず
な
が
ら
「
世
の

光
」
に
な
っ
た
の
で
す
（
マ
タ
イ
５
・
14

参
照
）
。
▼
エ
マ
オ
へ
向
か
っ
て
旅
を
し

て
い
た
ク
レ
オ
パ
と
も
う
一
人
の
弟
子

は
、
そ
の
と
き
は
、
み
こ
と
ば
の
光
に

照
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
緒

塩と光
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前
回
ま
で
は
、
仙
台
教
区
長
で
あ
っ

た
溝
部
脩
司
教
が
各
県
を
回
っ
て
講

師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
教

区
全
体
で
同
一
の
内
容
で
研
修
会
を

行
う
こ
と
が
出
来
た
。
今
年
の
研
修
会

開
催
を
考
え
る
上
で
、
講
師
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
た
。 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
教
区
顧
問
会
か

ら
「
講
師
の
選
択
は
各
県
の
司
祭
団
に

任
せ
て
欲
し
い
」
と
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
教
区
顧

問
会
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
、
講
師

を
含
め
た
研
修
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
各
県
の
司
祭
団
に
任
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

開
催
案
内
は
、
後
日
各
県
ご
と
に
作

成
し
て
配
布
さ
れ
る
が
、
各
県
共
通
の

開
催
要
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

１
．
主
題 

ミ
サ
へ
の
生
き
生
き
と
し

た
参
加
〈
司
祭
不
在
の
時
の
主
日
の
〉

「
集
会
祭
儀
」 

２
．
趣
旨 

「
主
の
日
」
を
祝
う
典
礼

が
信
仰
生
活
の
活
力
の
源
と
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
の
振
り
返
り
を
行
う

と
同
時
に
、
今
回
は
〈
司
祭
不
在
の
時

の
主
日
の
〉「
集
会
祭
儀
」
に
つ
い
て

学
び
、
参
加
者
が
今
ま
で
小
教
区
共
同

体
の
中
で
共
同
体
の
た
め
に
果
た
し

て
き
た
役
割
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
更

に
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
働
き
を
す
る

こ
と
が
小
教
区
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
か
を
意
識
し
て
帰
る
こ
と
を
目

指
し
た
い
。 

３
．
日
時
・
場
所 

各
県
ご
と
に
決
定

し
だ
い
各
県
の
代
議
員
か
ら
送
付
さ

れ
る
。 

４
．
プ
ロ
グ
ラ
ム 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
・
講
話
・
質
疑
応
答 

５
．
講
師 

各
県
の
司
祭
団
か
ら
選
出

さ
れ
た
司
祭 

６
．
参
加
対
象
者 

希
望
す
る
全
て
の

信
徒
・
修
道
者
・
司
祭 

７
．
参
加
申
込
宛
先
（
各
県
代
議
員
代

表
者
宛
、

教
区
ご
と
に
ま
と
め
て
） 

小

 

青
森
県 

八
戸
塩
町
教
会
気

 付

 

里
村

智
彦 

 

 
 

気
付 

岩
手
県

四
ツ
家
教
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

宏
子 

 
 

会
気

 
宮
城
県

元
寺
小
路
教

付

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤

雄
基 

 

 
 

付 

福
島
県

松
木
町
教
会
気

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
野 

明 

８

 

９教

 

「
教
区
活
性
化
の
た
め
の
研
修
会
」
は
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
が
、
２
０

０
４
年
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
「
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
」
代
議
員
代
表
者

会
〈
教
区
本
部
司
祭
2
名
・
司
祭
代
表
１
名
・
信
徒
代
表
４
名
・
修
道
者
代
表

１
名
〉
に
お
い
て
開
催
要
項
が
検
討
さ
れ
た
。 

『
教
区
活
性
化
の
た
め
の
研
修
会
』
開
催
要
項
固
ま
る

「
仙
台
教
区
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
」
代
議
員
代
表
者
会

典
礼
の
霊
性
を
深
め
る
⑦

神
学
顧
問 

佐
々
木
博 

 

典
礼
暦
年
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で

あ
る
「
過
越
の
三
日
間
」 

「
主
の
受
難
」
（
聖
金
曜
日
）
か

ら
始
ま
り
、
「
復
活
徹
夜
祭
」
と
「
復

活
の
主
日
」
ま
で
を
、
典
礼
暦
で
は
、

伝
統
的
に
「
過
越
の
三
日
間
」
と
い

い
ま
す
。
こ
の
三
日
間
こ
そ
、
全
典

礼
暦
年
の
頂
点
と
し
て
輝
い
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
救
い
の
み
業
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
祝
う
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
パ
ウ
ロ
は
、
こ

の
三
日
間
の
救
い
の
出
来
事
が
、
福

音
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ

う
に
強
調
し
て
お
り
ま
す
。
「
最
も

大
切
な
こ
と
と
し
て
わ
た
し
が
あ
な

た
が
た
に
伝
え
た
の
は
、
わ
た
し
も

受
け
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
キ

リ
ス
ト
が
、
聖
書
に
書
い
て
あ
る
と

お
り
、
わ
た
し
た
ち
の
罪
の
た
め
に

死
ん
だ
こ
と
、
葬
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
聖
書
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
三

日
目
に
復
活
し
た
こ
と
」
で
す
（
1

コ
リ
ン
ト
15
・
3-

4
）
。 

 

と
こ
ろ
で
、
「
復
活
節
」
を
、
「
復

活
の
主
日
」
か
ら
「
聖
霊
降
臨
の
主

日
」
に
至
る
ま
で
の
五
十
日
間
に
わ

た
っ
て
、
た
だ
一
つ
の
「
主
の
日
」

と
し
て
、
歓
喜
に
満
ち
て
祝
う
の
で

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
間
「
ア

レ
ル
ヤ
」
を
盛
大
に
歌
い
ま
す
。
特

に
「
復
活
の
八
日
間
」
と
「
聖
霊
降

臨
の
主
日
」
に
は
、
ミ
サ
の
最
後
の

派
遣
の
言
葉
に
「
ア
レ
ル
ヤ
」
を
付

け
ま
す
。
こ
の
「
復
活
節
」
は
、
す

で
に
二
世
紀
半
ば
か
ら
祝
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
復
活
の
主
の
顕
現
と
聖
霊

の
降
臨
は
未
来
の
完
全
な
救
い
の
保

証
と
考
え
、
復
活
後
50
日
目
を
、
そ

の
期
間
の
終
わ
り
と
し
た
の
は
、
三

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
、

主
の
復
活
後
す
ぐ
に
弟
子
た
ち
は
聖

霊
を
、
受
け
ま
し
た
（
ヨ
ハ
ネ
20
・

22
参
照
）
。 
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日（事後神

．
申
し
込
み
期
限 

 

研
修
会

催
日
の
１
週
間
前
ま
で 

開

．
主
催 

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区
宣

司
牧
を
考
え
る
会 

司
祭

動
】
05
年
４
月
１
日
付 

異

森
県 

ォ
ー
レ
・
エ

 

黒
石
、
五
所
川
原 

ノ

ュ
ベ
・
ジ
ル 

弘
前
主
任
（
ケ
ベ
ッ
ク

） 辺 

昭
一 

引
退 

手

 県
村 

国
基 

盛
岡
地
区
担
当 

ラ
・
テ
ィ
ブ
ル
シ
オ 

東
京
教
区
へ
転

城
県 

家 

和
仁 

仙
台
中
央
地
区
担
当 

 

忠
紀 

仙
台
中
央
地
区
担
当 

崎
汝
沃
（
ユ
ン 

ヨ
オ
ク
）
気
仙
沼
主

エ

・
カ

ロ 

イ
タ
リ
ア
へ
帰
国 

ザ

ル

氣 

直
哉 

横
浜
教
区
へ
移
籍 

島
県 

ル
チ
ネ
ス
・
ホ
ア
ン 

会
津
地
区
担
当

グ
ア
ダ
ル
ペ
会
） 

ラ
ン
カ
ス 

ガ
ビ
ノ 

東
京
・
グ
ア
ダ

ペ
会
本
部
へ
転
出 

イ
グ
ナ
シ

マ
ル
テ 

オ
・

ィ
ネ
ス
神
父 

（
グ
ァ
ダ
ル
ペ
宣
教
会
）

本
管
区
長
を
退
任
、
メ
キ
シ
コ
へ
帰
国

メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
総
本
部

務
局
へ
） 

任
の
日
本
管
区
長
は
ホ
セ
・
モ
ン
ロ
イ

父



（３） 

 

１
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
仙
台
キ
リ
ス

ト
教
連
合
（
代
表
三
浦
謙
牧
師
・
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
鶴
ヶ
谷
教
会
）
主
催
の

新
年
合
同
礼
拝
（
１
月
１
日
）
と
新
年

合
同
祈
祷
会
（
１
月
16
日
・
１
月
23

日
）
が
行
わ
れ
た
。=

写
真
左
＝ 

 

1
月
23
日
の
合
同
祈
祷
会
は
、
仙

台
市
青
葉
区
の
日
本
聖
公
会
仙
台
基

督
教
会
で
行
わ
れ
た
。
教
区
管
理
者
の

平
賀
徹
夫
師
が
説
教
を
す
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
74
名
の
参
加
者
中
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
は
、
30
人
ほ
ど

が
参
加
し
た
。 

 

平
賀
師
は
、「
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

る
」
と
題
し
て
の
説
教
で
、「
私
た
ち

が
キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
の
は
、
キ
リ

ス
ト
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
呼
ば
れ
た
。
神
の
ひ
と
り

子
が
こ
の
世
に
来
ら
れ
て
か
ら
２
０

０
０
年
た
っ
た
が
、
そ
れ
に
値
す
る
社

会
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち

キ
リ
ス
ト
者
は
、
一
つ
の
教
会
に
な
る

た
め
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
実
際
で
き
る

こ
と
か
ら
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
。

キ
リ
ス
ト
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
者
と
し

て
、
手
を
携
え
て
一
致
の
た
め
に
働
こ

う
」
と
、
教
皇
様
の
『
新
千
年
期
の
初

め
に
』
を
紹
介
し
な
が
ら
話
さ
れ
た
。 

祈
祷
会
で
は
、
平
和
の
祈
り
、
主
の

祈
り
、
自
由
祈
祷
な
ど
が
行
わ
れ
、
平

賀
師
の
祝
祷
・
祝
福
で
閉
会
し
た
。 
 

祈
祷
会
の
後
、
茶
菓
を
い
た
だ
き
な

が
ら
の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
杉
山
引
退

牧
師
が
「
キ
リ
ス
ト
教
が
分
裂
し
て
い

る
と
い
う
捉
え
方
を
す
る
の
で
は
な

く
、
各
派
が
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
持
っ

て
い
る
と
考
え
た
と
き
、
そ
の
多
様
性

の
全
て
を
足
し
て
も
な
お
、
神
様
の
多

様
性
に
は
及
ば
な
い
。
私
た
ち
は
一
人

多
様
性
の
一
致
を
求
め
て 

 
各
地
で
一
致
祈
祷
会 

森
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
）
主
催
の
も
と
、

１
月
23
日
（
日
）
市
内
の
７
つ
の
教
会

が
青
森
市
戸
山
に
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
教
会
（
当
番
教
会
＝
戸
山
教

会
）
に
集
い
、
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷

会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
78
名
。
祈

祷
会
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
当
番
教
会

手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
を
賞
味
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
教
会
を
紹
介
し
あ
っ
た
。 

盛
岡
市
で
は
、
１
月
25
日
カ
ト
リ
ッ

ク
上
堂
教
会
で
、
２
月
１
日
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
下
ノ
橋
教
会
で
キ
リ
ス

ト
教
一
致
祈
祷
会
行
わ
れ
た
。 

私
た
ち
の
教
会
は
、
青
葉
区
三
条
町

の
国
際
交
流
会
館
や
大
学
が
近
い
た

め
、
細
々
な
が
ら
外
国
の
方
々
の
援
助

を
続
け
て
来
ま
し
た
。
組
織
的
な
活
動

と
し
て
、
毎
週
日
曜
日
に
、
家
電
品
、

日
用
品
、
寝
具
な
ど
を
提
供
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
15
年
く
ら
い
前
か
ら

で
す
。
せ
っ
か
く
い
ろ
い
ろ
の
国
の

方
々
が
来
て
い
る
の
に
、
品
物
提
供
の

一
方
通
行
だ
け
で
な
く
、
心
の
交
流
も
、

と
、
５~

６
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

国

際

交

流

の
つ
ど
い 

 

西

仙

台

教

会

だ
き
ま
し
た
。
ミ
サ
後
、
新
年
会
、
成

人
の
祝
い
、
つ
ど
い
を
兼
ね
た
パ
ー
テ

ィ
を
開
き
ま
し
た
。
あ
つ
あ
つ
の
豚
汁
、

テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
の
婦
人
部
持
ち

寄
り
の
料
理
。
信
徒
会
長
の
乾
杯
に
つ

づ
い
て
料
理
に
舌
鼓
。
余
興
は
婦
人
部

の
歌
、
尹
神
父
様
の
話
と
韓
国
留
学
生

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
生

の
歌
、
ギ
ィ
さ
ん
の
マ
リ
ア
様
の
歌
、

フ
ラ
ン
ス
の
鬼
ご
っ
こ
の
歌
、
天
使
園

生
の
歌
、
ド
ミ
ニ
コ
会
シ
ス
タ
ー
ズ
の

歌
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
々
は
、

韓
国
・
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
プ
エ
ル
ト
リ
コ
・
フ
ラ
ン
ス
・

日
本
で
す
。
外
に
出
る
と
、
雪
は
ま
だ

降
り
続
い
て
い
ま
し
た
。 

仙
台
圏
に
住
む
カ
ト
リ
ッ
ク
壮
年

達
で
作
る
「
仙
台
カ
ト
リ
ッ
ク
壮
年
の

会
」
の
新
年
会
が
２
月
６
日
（
日
）
昼
、

カ
ト
リ
ッ
ク
北
仙
台
教
会
信
徒
館
ホ

ー
ル
に
て
34
名
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
さ
れ
た

仙
台
中
央
地
区
の
エ
メ
神
父
か
ら
は
、

当
日
の
福
音
に
あ
る
「
地
の
塩
」
に
な

る
よ
う
に
と
の
壮
年
に
期
待
す
る
旨

の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
各
教
会
か
ら

現
況
報
告
が
あ
っ
た
が
、
教
会
で
行
う

葬
儀
に
つ
い
て
の
対
応
な
ど
各
教
会

に
共
通
す
る
課
題
が
数
多
く
話
題
に

上
り
、
今
後
小
教
区
の
枠
を
越
え
て
互

い
に
協
力
す
る
必
要
性
が
話
題
と
な

っ
た
。
ま
た
、
仙
台
教
区
の
司
教
様
が

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
に
も
話

題
が
及
び
、
教
区
に
と
っ
て
善
き
牧
者

で
あ
る
司
教
様
を
渇
望
す
る
思
い
を

共
感
し
、
司
教
座
空
位
の
仙
台
教
区
を

支
え
る
た
め
に
も
頑
張
ろ
う
と
の
思

致
し
た
。 

い
で
一

 
 

（
世
話
人
代
表 

岡
田
謙
一
） 

一
致
し
て
教
区
の
力

！ 

に

仙
台
カ
ト

壮
年
の

 

リ
ッ
ク

会

 

新 

年 

会 

開 

催 
 

の
キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
、
多
様
性
の
一

致
を
も
と
め
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
、
強

く
印
象
に
残
っ
た
。 

祈祷会で説教する平賀師

 

ま
た
、
青
森
市
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
青

「
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」
で
す
。 

 

今
年
の
つ
ど
い
は
、
１
月
16
日
、
大

雪
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
の
中

で
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
の
ギ
ィ
さ
ん

に
母
国
語
で
聖
書
朗
読
を
し
て
い
た

教
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
曜
日

に
物
品
提
供
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
教
会
を
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
豊
原
幸
恵
） 



 
（４）

 

「
・
・
・
海

外
で
勉
強
し
て

み
な
い
か
・
・
・
。

若

い

う

ち

に

様
々
な
体
験
を
し
て
お
く
こ
と
は
、

今
後
あ
な
た
の
司
祭
生
活
に
必
ず

役
に
立
つ
と
思
う
よ
。
」 

 

前
教
区
長
溝
部
司
教
様
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
、
悩
み
な
が
ら
も
留
学

の
意
向
を
受
け
03
年
５
月
に
カ
ナ

ダ
・
オ
タ
ワ
市
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

約
２
年
間
語
学
研
修
と
、
ほ
ん
の

少
し
の
司
牧
神
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。 

 

語
学
が
そ
こ
そ
こ
出
来
て
、
神
学

に
も
長
け
て
い
る
な
ら
ば
、
何
の
問

題
も
な
く
留
学
の
成
果
を
極
め
る

こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
語
学
の
勉
強
か
ら
数

十
年
離
れ
て
い
た
状
態
で
、
英
文
法

も
英
会
話
も
ろ
く
す
っ
ぽ
準
備
し

て
行
か
な
か
っ
た
自
分
と
し
て
は
、

現
地
に
行
っ
て
赤
っ
恥
を
か
く
毎

日
で
し
た
。 

 
「
…
何
い
っ
て
ん
の
？
」
「
…
わ

か
っ
た
か
い
」
「
…
そ
こ
に
行
っ
て

聞
き
な
さ
い
」
「
…
あ
き
れ
た
な
」

「
…
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
よ
、
君

の
言
っ
て
る
こ
と
は
」
こ
の
よ
う
な

言
葉
に
毎
日
毎
日
追
い
つ
め
ら
れ
、

劣
等
感
を
感
じ
、
人
と
話
す
こ
と
が

怖
く
て
怖
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た

約
半
年
間
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。 

 

授
業
中
、
必
死
に
な
っ
て
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
英
語
を
使
い
な
が
ら
も
、
今

ま
で
自
分
の
体
験
し
て
き
た
教
会

で
の
司
牧
生
活
の
こ
と
を
語
っ
て

い
た
と
き
、
他
の
学
生
た
ち
と
少
し

ず
つ
少
し
ず
つ
対
話
が
成
り
立
っ

て
来
ま
し
た
。
私
の
心
の
中
で
わ
ず

か
な
が
ら
「
通
じ
て
い
る
」
と
体
感

し
た
喜
び
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
間
違
っ
て
捉
え
て
い
た
こ

と
、
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

を
対
話
（
伝
達
）
と
訳
す
な
ら
ば
、

言
葉
や
文
章
、
絵
、
等
の
手
段
が
あ

り
ま
す
。
英
会
話
や
文
法
、
英
単
語

の
知
識
が
初
め
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
手
段
で
あ
る

こ
と
を
、
必
死
に
な
っ
て
彼
ら
と
出

会
お
う
と
し
た
と
き
に
、
や
っ
と
感

じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
交

わ
り
と
訳
す
な
ら
ば
、
私
は
多
く
の

人
と
交
わ
り
、
対
話
す
る
こ
と
を
通

し
て
味
わ
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

あ
る
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
の
先
生

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

病
床
訪
問
の
時
に
患
者
さ
ん
の
視

線
に
目
の
高
さ
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
相
手
の
思
い
、
相
手
の
意
志
を

受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
視
線
を
合
わ
せ

る
（
見
つ
め
合
う
）
こ
と
で
霊
的
な

祈
り
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
、
こ

の
か
か
わ
り
が
神
秘
的
な
交
わ
り

と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
司
牧

の
実
践
の
中
で
要
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
相
手
（
患
者

さ
ん
）
の
思
い
と
一
致
し
た
か
か
わ

り
が
実
践
で
き
た
な
ら
・
・
・
。 

カ
ナ
ダ
の
地
に
お
い
て
フ
ラ
ン

ス
系
カ
ナ
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ

ダ
人
、
そ
し
て
様
々
な
国
か
ら
移
住

し
て
き
て
い
る
多
く
の
方
々
と
出

会
う
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
る
文
化
、

風
土
を
言
葉
に
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
困
難
な
こ
と
で
す
。
カ
ト
リ

ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
進
化

し
て
い
る
教
会
の
姿
を
一
片
だ
け

し
か
見
て
い
な
い
私
に
と
っ
て
「
こ

れ
が
カ
ナ
ダ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
」
と
断

言
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
言
え
る
こ
と
は
「
キ
リ
ス
ト
の

愛
に
生
か
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
道
を

祈
り
と
信
仰
に
よ
っ
て
歩
み
育
ん

で
い
る
姿
が
そ
こ
に
あ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
全
世
界
共
通
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

留
学
を
終
え
、
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
ま
た
、
学
ん
だ
と
意
識
し
な
か

っ
た
こ
と
で
も
、
身
に
付
い
て
い
る

見
え
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
司
牧
生
活
の
中
で
現

れ
て
く
る
こ
と
を
私
自
身
期
待
し

て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
私
の
留
学
が
教
区
の
信

徒
の
皆
様
、
シ
ス
タ
ー
の
方
々
、
神

父
様
方
、
皆
様
に
多
く
の
祈
り
と
援

助
に
よ
っ
て
支
え
て
頂
い
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

カ
ナ
ダ
留
学
を
終
え

 て

教
区
司
祭 

氏
家 

和
仁 

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
委
員
会
で

は
当
面
、
「
外
国
籍
信
徒
の
方
々

と
共
に
あ
る
教
会
」
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
こ
と
と
し
、
月
１
回
定

例
で
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 

「
教
区
報
」
に
ス
ペ
ー
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
委
員
会
か
ら

の
情
報
発
信
と
信
徒
、
修
道
者
、

司
祭
、
の
み
な
さ
ま
と
の
情
報
交

換
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

教
区

を
考

る
委
員

 

人
権

え

会

 
 

委
員
長 

園
部
英
俊 

（
元
寺
小
路
教
会
） 

 

04
年
５
月
、
溝
部
司
教
様
の
強

い
ご
意
向
に
よ
り
、
仙
台
司
教
区

に
「
人
権
を
考
え
る
委
員
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
委
員
は
、
土
井

勝
吾
師
、
Sr.
長
谷
川
昌
子
（
聖
パ

ウ
ロ
女
子
修
道
会
）
、
猪
俣
暁
子

（
西
仙
台
）
、
園
部
英
俊
（
元
寺
）

の
４
名
。
教
区
事
務
局
か
ら
梅
津

明
生
師
、
平
賀
徹
夫
師
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。 

 

溝
部
司
教
様
は
第
一
回
の
会
議

に
お
い
て
、
「
こ
の
委
員
会
は
具

体
的
な
活
動
団
体
で
は
な
く
、
人

権
に
関
す
る
問
題
に
関
し
て
、
教

区
と
し
て
の
基
本
的
な
見
方
を
提

示
す
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
理
解
し
た
上
で
専

門
家
や
実
際
に
活
動
し
て
い
る
団

体
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
教
区

に
答
申
を
提
出
し
、
教
区
の
意
識

変
革
に
寄
与
す
る
こ
と
が
そ
の
任

務
で
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

人
権
に
関
わ
る
問
題
は
実
に
多

オタワ・ノートルダム大聖堂



 
（５） 

な
影
響
を
受
け
、
卒
業
後
、
神
様

の
呼
び
か
け
に
応
え
よ
う
と
思
っ

た
と
き
、
こ
の
シ
ス
タ
ー
方
の
群

れ
に
加
わ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
は

当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
初
誓
願
の
後
、
宣

教
女
と
な
る
呼
び
か
け
に
応
え
、

日
本
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

修
道
生
活
50
周
年
を
迎
え
て
、

私
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
神
様

に
、
そ
し
て
、
家
族
や
教
会
の
方
々

の
祈
り
と
支
え
を
忘
れ
ず
、
人
生

の
最
期
ま
で
感
謝
と
喜
び
の
歌
を

お
捧
げ
し
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま

す
。 

「貧
し
い
人
が
叫
ぶ
、 

神
が
応
え
る
」 

聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
会 

Sr
．
ク
レ
マ
ン
ス
・
シ
ャ
ボ
ッ
ト 

  

私
が
神
の
呼
び
か
け
を
感
じ
た

の
は
14
歳
の
時
で
し
た
。
母
を
亡

く
し
た
私
は
、
慰
め
を
求
め
て
毎

日
教
会
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
聖
櫃

の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
く
と
、
イ
エ
ス

の
魅
力
に
惹
か
れ
て
、
だ
ん
だ
ん

教
会
に
行
く
目
的
は
イ
エ
ス
に
出

会
う
た
め
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
す
る
と
、
あ
る
日
、
聖
書
の

一
句
が
稲
妻
の
よ
う
に
私
の
心
の 

暗
闇
を
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
と
き
、
神
様
が
私
に
触
れ
た

と
実
感
し
ま
し
た
。
不
思
議
な
星

が
道
を
し
め
す
よ
う
に
、
捧
げ
る

生
活
が
私
の
歩
む
道
だ
と
喜
び 

の
う
ち
に
確
信
し
ま
し
た
。 

   

勉
強
が
進
む
に
つ
れ
て
教
育
に

関
す
る
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た

の
で
、
教
育
学
部
に
入
学
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
３
年
間
聖
ウ
ル
ス
ラ

学
院
寮
で
生
活
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
は
、
シ
ス
タ
ー
方
か
ら
大
き

 

１
月
23
日
（
日
）
元
寺
小
路
教
会

で
、
仙
台
中
央
地
区
（
６
教
会
）
の

集
会
祭
儀
司
式
者
兼
聖
体
奉
仕
者

任
命
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
日
は
、
元
寺
小
路
教
会
以
外

の
中
央
地
区
各
教
会
で
の
ミ
サ
は

行
わ
れ
ず
、
中
央
地
区
教
会
の
信
徒

で
、
聖
堂
は
満
員
と
な
っ
た
。 

 

教
区
管
理
者
の
平
賀
徹
夫
神
父

の
主
司
式
で
、
共
同
宣
教
司
牧
司
祭

５
人
が
加
わ
り
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。 

 

ミ
サ
の
説
教
で
、
平
賀
神
父
は

「
聖
体
奉
仕
者
は
教
会
の
中
で
仕

え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
信
徒

の
皆
さ
ん
も
そ
れ
を
受
け
止
め
る

こ
と
で
互
い
に
仕
え
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 
教
会
の
中
に
分
裂
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
『
私
は
司
祭
か

ら
で
な
け
れ
ば
』
、『
私
は
あ
の
人
で

は
嫌
だ
』
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。 

『
光
』
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
互
い

に
仕
え
あ
い
な
が
ら
生
き
る
決
心

を
固
め
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
た
。 
仙
台
中
央
地
区 

集
会
司
式
者
〈
兼
聖
体
奉
仕
者
〉
任
命
式

 

つ
づ
い
て
、
任
命
式
が
行
わ
れ
、

集
会
司
式
者
兼
聖
体
奉
仕
者
に
任

命
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が

呼
ば
れ
祭
壇
の
前
に
並
ん
だ
。
田
中

丈
夫
神
父
が
、
会
衆
に
向
か
っ
て

「
こ
の
方
々
を
聖
体
奉
仕
者
と
し

て
任
命
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す

か
」
と
問
い
か
け
、
会
衆
は
「
は
い
、

賛
成
い
た
し
ま
す
」
と
答
え
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
平
賀
神
父
が
任
命
を

宣
言
し
た
。 

 

任
期
は
２
年
で
、
主
日
の
ミ
サ
で

の
聖
体
奉
仕
と
、
「
司
祭
不
在
の
主

日
の
集
会
祭
儀
」
の
司
式
者
を
務
め

る
こ
と
に
な
る
。 

な
お
、
今
回
任
命
さ
れ
た
の
は
、

東
仙
台
教
会
８
名
、
一
本
杉
教
会
６

名
、
畳
屋
丁
教
会
３
名
、
八
木
山
教

会
６
名
、
西
仙
台
教
会
６
名
、
元
寺

小
路
教
会
21
名
、
計
50
名
と
な
る
。 

 

任
命
を
受
け
た
感
想
を
鈴
木
俊

子
さ
ん
（
東
仙
台
教
会
）
は
、
「
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
溝
部
司
教
様

が
『
聖
体
奉
仕
者
は
儀
式
を
す
る
の

で
も
、
聖
体
を
配
る
だ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
祈
り
と
、
福
音
を
深
く
読

み
取
る
こ
と
が
大
事
で
す
…
。
そ
の

上
で
聖
体
を
授
け
て
く
だ
さ
い
』
と

い
わ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
起

し
ま
し
た
。」
と
語
っ
た
。 

こ

 

に
、
作
右
衛
門
が

棄
教
し
た
主
君
に
随
行
す
る
こ
と

を
好
ま
ず
、
武
士
を
捨
て
て
百
姓
と

な
っ
た
。
有
馬
領
の
本
格
的
迫
害
は

１
６
２
３
年
よ
り
で
あ
り
、
三
代
将

軍
家
光
就
任
と
と
も
に
諸
大
名
に

迫
害
を
迫
っ
た
。
１
６
２
７
年
棄
教

を
迫
ら
れ
た
作
右
衛
門
は
３
人
の

息
子
と
共
に
捕
ら
え
ら
れ
、
同
年
２

月
21
日
三
人
の
息
子
は
他
の
12
名

と
共
に
手
の
指
を
切
断
さ
れ
、
パ
ウ

ロ
の
眼
前
で
首
に
石
を
つ
け
ら
れ

て
海
中
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の

後
作
右
衛
門
も
両
指
を
切
ら
れ
、
額

に
「
切
」
「
支
」
「
丹
」
と
焼
印
さ
れ

た
。
次
い
で
作
右
衛
門
と
そ
の
仲
間

15
名
は
雲
仙
に
送
ら
れ
、
湯
壷
の
そ

ば
に
立
た
さ
れ
、
一
人
ず
つ
湯
壷
に

投
げ
込
ま
れ
て
殉
教
し
た
。
１
６
２

７
年
２
月
28
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

＜シリーズ＞ 
１８８名日本殉教者列福の推進⑧

雲仙の殉教者 
－パウロ内堀作右衛門― 
 

内
堀
作
右
衛
門

は
有
馬
家
に
仕
え

た
武
士
。
主
君
晴

信
が
不
祥
事
件
を

起
こ
し
て
切
腹
、

嫡
男
直
純
は
棄
教
、

１
６
１
３
年
以
降

有
馬
領
で
は
迫
害

が
お
こ
っ
た
。
直

純
が
日
向
領
に
国

替
え
と
な
っ
た
時

溝 部 脩 司教



 
（６）

山
々
の
紅
葉
が
ほ
ん
の
り

と
残
る
12
月
初
旬
に
、
養
成
期
の
シ

ス
タ
ー
た
ち
と
共
に
私
た
ち
７
人

は
、
み
ち
の
く
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地

を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
当
時
の
信
仰
の
拠
点
と

さ
れ
た
米
川
教
会
で
、
信
徒
の
方
々

の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、
教

会
に
保
存
さ
れ
て
い

る
「
苦
行
仏
を
模
し

た
キ
リ
ス
ト
の
木

像
」
、
観
音
様
を
思
わ

せ
る
「
木
像
の
マ
リ

ア
」=

写
真=

等
を
見

せ
て
頂
き
、
お
よ
そ

４
０
０
年
前
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
強
い
信
仰
告
白
が
私
の

胸
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
米
川
・
大
籠
の
地

に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
の
が
宣

教
師
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
東
北
製

鉄
の
開
祖
と
も
言
わ
れ
る
千
葉
土

佐
に
よ
っ
て
招
聘
さ
れ
た
千
松
大

八
郎
・
小
八
郎
兄
弟
で
あ
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
特
に
印
象
深
い
こ
と

で
し
た
。 

 

村
人
は
、
烔
屋
（
製
鉄
所
）
で
千

松
兄
弟
に
製
鉄
の
技
術
を
習
い
、
共

て
、
い
つ
し
か
そ
こ
に
集
ま
る
村
人

は
増
え
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
が
出
来

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
素
朴
な
村

人
に
と
っ
て
、
神
の
教
え
は
大
き
な

生
命
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
雄
々
し

く
生
き
る
信
仰
と
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
６
２
０
年
、

伊
達
政
宗
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を

出
し
、
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
に
よ
っ
て

の
迫
害
が
始
ま
り
、

平
和
で
あ
っ
た
こ

の
キ
リ
シ
タ
ン
集

落
に
も
そ
の
波
が

押
し
寄
せ
て
き
ま

し
た
。 

稿

 

私
は
、
血
で
染
ま
っ
た
処
刑
の
地
、

「
三
経
塚
」
、
「
地
蔵
辻
」
、
「
祭
畑

処
刑
場
」
、
「
上
野
処
刑
場
」
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
巡
り
な
が
ら
、
何
と
も
言

え
な
い
む
ご
い
処
刑
、
封
建
社
会
の

権
力
主
義
を
貫
こ
う
と
す
る
幕
府

の
政
策
に
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。
で

も
そ
れ
以
上
に
無
言
と
は
い
え
、
篤

い
信
仰
を
も
っ
て
殉
教
の
道
へ
と

辿
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
生
き
た
あ

か
し
の
出
来
事
は
、
今
な
お
、
こ
の

静
か
な
田
園
地
帯
に
響
き
わ
た
っ

思
い
を
共
有
し
、
大
柄
沢
の
キ
リ
シ

タ
ン
洞
窟
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ

の
洞
窟
は
１
６
２
１
年
か
ら
１
６

３
９
年
ま
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
ラ

ヤ
ス
神
父
が
弾
圧
を
逃
れ
、
隠
れ
て

信
者
の
た
め
に
ミ
サ
を
捧
げ
た
所

で
す
。
う
っ
そ
う
と
し
た
山
の
斜
面

に
あ
る
こ
の
洞
窟
に
、
私
た
ち
は
中

腰
に
な
り
懐
中
電
灯
と
ロ
ウ
ソ
ク

の
明
か
り
で
、
奥
へ
奥
へ
と
入
っ
て

い
き
ま
し
た
。
全
く
の
静
け
さ
、
息

を
の
ん
で
一
番

奥
を
見
る
と
祭

壇
が
あ
り
、
マ

リ
ア
像
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た

こ
こ
で
・
・
・
・

主
の
食
卓
を
囲

み
、
主
と
の
交

わ
り
を
深
め
て

い
た
キ
リ
シ
タ

ン
の
村
人
た
ち

私
は
彼
ら
の
源

泉
に
辿
り
つ
く

こ
と
が
出
来
た

何
と
も
言
え
な

い
感
動
が
、
身

体
全
体
に
熱
く

昨年の春

方から、「

ただいた。

が訪れる。

「多少の暑

してしまっ

そんな夏

どかったの

ほど寒くも

ま少しずつ

の方は、今

て、「今年

ら怪訝な顔

と、こんな

その方の

日が続き梅

り例年通り

った。それ

寒いとき

お話は終わ

った。それ

らだ。この

害となる。

まだまだぺーぺーである。 

の
喜
び 

我
が
力
、
我
が
歌
、
主
の

を
信
じ
て
決
し
て
恐
れ
な
い
。
」 

み

 

小
さ
な
洞
窟
に
包
み
込
ま
れ
た

私
た
ち
は
、こ
の
地
に
眠
る
キ
リ
シ

タ
ン
と
共
に
、
日
常
の
中
で
、
神
様

の
生
命
に
与
り
、
神
様
の
生
命
を
伝

え
る
者
と
な
っ
て
生
き
て
い
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
と
、
切
に
祈
り
、

こ
の
地
で
得
た
恵
み
を
し
っ
か
り

と
携
え
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

日
時
・
５
月
22

 

日
（
日
）

午
前
10
時
〜 

場
所 

岩
手
県
水
沢
市
福
原
寿
庵
廟
前 

カ
ト
リ
ッ
ク
水
沢
教
会 

寿
庵
祭
実
行
委
員
会 

 

特別寄
み
ち
の
く
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地
を
訪
ね
て 

聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
会

鈴
木
か
な
子

 
 

 
自
然
界
は
冬
支
度
を
始

め
て
い
る
と
は
い
え
、

に
働
き
、
神
の
教
え
を
聞
き
、
生
活

も
心
も
豊
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
、
キ
リ
シ
タ
ン

に
よ
っ
て
祈
り
込
め
ら
れ
た
大
地

か
ら
、
私
は
沢
山
の
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

更
に
、
私
た
ち
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

走
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
こ

の
洞
窟
の
中
で
、
身
を
か
が
め
て
大

き
な
声
で
「
テ
ゼ
共
同
体
の
歌
」
を

何
度
も
歌
い
ま
し
た
。 

「
主
こ
そ
ま
こ
と
の
救
い 

永
遠

「春
の
後
藤
寿
庵
大
祈
願
祭

後
藤
寿
庵
の
威
徳
を
偲
び
、
豊
作

祈
る
こ
の
祭
り
に
皆
様
の
ご
参
加

心
か
ら
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

。。
新米神父行状記④ 

川 崎 忠 紀
ま だ ま だ  

、盛岡へ引っ越して来てお会いする信者さん

ここは夏暑くて、冬は寒いよ」とのご挨拶をい

暑いのも、寒いのも苦手な私。そんな私に夏

本当に暑い。以前南の島に行っていたので、

さなんて大丈夫」と思っていたのに、ダウン

た。情けない。 
も過ぎ、雪の降る季節がやって来た。夏がひ

でかなりびびって迎えた冬。今のところそれ

ない。春の日差しを感じる日もあり、このま

暖かくなるのかなーとも思ってしまう。地元

年は暖かい冬だという。内心運がいいと思っ

の冬は暖かくていいですね」と、お話しをした

をされてしまった。どうしたのですかと聞く

話をしてくださった。 
庭の梅の話である。ある年の１２月、暖かい

のつぼみがふくらみだしたという。年末にな

の気温に下がり、つぼみはだめになってしま

から迎えた春、梅の花は咲かなかったという。

は寒くないといけませんねと言うことでこの

ったが、これを聞きながら私は恥ずかしくな

は、この冬のことを自分中心に考えていたか

地域の人々にとっての暖かい冬は、大変な被

そういうことも考えられない私。情けない。
」 をを 



 
（７） 

▼ 
宮
城 

米
川
教
会 

小
さ
な
信
者
の
誕
生 

 

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
大
変
す

ば
ら
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

数
年
前
よ
り
教
会
に
他
町
の
信

者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

花
嫁
さ
ん
で
す
。
ご
主
人
と
一
緒
に

来
て
、
神
父
さ
ん
や
信
者
の
方
々
と
、

ど
ち
ら
も
カ
タ
コ
ト
の
英
語
と
日

本
語
の
や
り
と
り
で
し
た
。
こ
の
ご

ろ
は
普
通
の
日
本
語
で
通
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

い
つ
し
か
こ
の
方
々
の
子
ど
も

さ
ん
も
仲
間
に
な
っ
て
本
当
に
久

し
ぶ
り
に
ミ
サ
の
最
中
に
子
ど
も

の
声
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

す
ば
ら
し
い
こ
と
と
は
こ
の
子

ど
も
さ
ん
の
洗
礼
式
と
初
聖
体
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
洗
礼
式
は
９
歳

の
恵
比
寿
厚
志
（
え
び
す
あ
つ
し
）

君
、
初
聖
体
は
ち
ょ
っ
と
お
姉
さ
ん

の
恵
比
寿
恵
利
沙
（
え
り
さ
）
ち
ゃ

ん
で
す
。
＝
写
真= 

 

米
川
の
信
者
の
皆
さ
ん
、
他
町
か

ら
駆
け
つ
け
た
多
く
の
家
族
の
皆

さ
ん
、
そ
れ
に
ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら

特
別
に
来
た
お
兄
さ
ん
た
ち
に
囲

ま
れ
、
式
は
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
信
者
の
私
た
ち
も
感
動
の
時

間
で
し
た
。
式
終
了
後
大
き
な
声
で

聖
歌
を
歌
っ
て
祝
い
ま
し
た
。
ミ
サ

の
後
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
さ
さ

や
か
な
お
祝
い
会
を
し
ま
し
た
。
他

に
も
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
い

ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
成
人
す

る
こ
と
を
楽
し
み
に
教
会
と
と
も

に
生
き
て
い
き
た
い
と
皆
さ
ん
も

思
っ
た
は
ず
で
す
。 

（
佐
藤
憲
一
） 

初
聖
体
に
つ
い
て 恵

比
寿
恵
利
沙 

12
月
24
日
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の

日
、
教
会
で
「
初
聖
体
」
と
い
う
儀

式
を
し
ま
す
。
い
と
こ
の
厚
志
も
こ

れ
と
「
洗
礼
式
」
を
や
り
ま
す
。 

 

３
週
間
く
ら
い
前
か
ら
準
備
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
方
の
準
備
は

白
い
ド
レ
ス
と
ベ
ー
ル
と
花
の
輪

を
準
備
し
ま
す
。
ベ
ー
ル
と
花
の
輪

は
用
意
し
て
く
れ
て
、
白
い
ド
レ
ス

は
お
母
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
ま

し
た
。
厚
志
の
方
の
準
備
は
タ
キ
シ

ー
ド
ぐ
ら
い
み
た
い
で
す
。
私
は
ザ

ン
ゲ
（
ゆ
る
し
の
秘
跡
）
も
し
ま
し

た
。
ザ
ン
ゲ
と
い
う
の
は
、
ザ
ン
ゲ

の
部
屋
で
し
ま
す
。 

 

 

イ
ブ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

予
想
よ
り
人
数
が
多
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
教
会
は
思
っ

て
い
た
よ
り
寒
か
っ
た
で
す
。
厚
志

の
洗
礼
式
の
あ
と
私
と
厚
志
で
初

聖
体
を
や
っ
て
そ
の
あ
と
大
人
よ

り
も
早
く
神
様
の
体
（
白
い
パ
ン
み

た
い
な
も
の
）
を
食
べ
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
は
「
味
は
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
け
ど
ア
イ
ス
の
コ
ー
ン
の
味

が
し
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
一
言
思

い
ま
し
た
。
（
こ
れ
で
本
当
の
大
人

に
な
れ
る
ん
だ
な
ぁ
）
と
思
い
ま
し

た

 。
▼ 

福
島 

二
本
松
教
会 

二
本
松
教
会
は
駅
よ
り
徒
歩
で

７
〜
８
分
、
二
本
松
イ
ン
タ
ー
よ
り

車
で
３
〜
４
分
の
位
置
に
あ
り
、
教

会
・
司
祭
館
・
幼
稚
園
が
マ
リ
ア

像
・
殉
教
碑
を
中
心
に
額
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
門

を
入
る
と
、
保
護
聖
人
の
無
原
罪
の

マ
リ
ア
像
が
大
き
な
鳥
海
石
の
上

に
立
ち
、
慈
愛
に
満
ち
た
そ
の
表
情

は
私
た
ち
は
も
と
よ
り
市
民
全
体

を
包
み
込
む
よ
う
な
空
気
が
漂
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
前
で
、
園
児
が
大

き
な
声
で
挨
拶
し
て
い
る
光
景
は

ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
。 

 

２
０
０
３
年
に
は
、
溝
部
司
教
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
殉
教
碑
を
建
立

し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

 

１
６
３
２
年
に
14
名
が
阿
武
隈

川
の
供
中
（
く
ち
ゅ
う
）
河
原
で
処

刑
さ
れ
た
人
々
の
顕
彰
碑
を
建
立

す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
念
願
で
し

た
。
第
13
回
目
の
殉
教
祭
に
溝
部
司

教
様
の
司
式
で
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
高
松
へ
転
任
さ
れ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
天
の
配
剤
の

不
思
議
さ
に
感
謝
せ
ず
に
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
碑
の
建
立
に
よ
っ
て
他

県
か
ら
の
巡
礼
者
の
訪
れ
や
市
の

「
歩
こ
う
会
」
の
人
々
の
立
ち
寄
る

場
所
と
も
な
り
、
殉
教
者
の
信
仰
の

証
が
静
か
に
波
紋
の
よ
う
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
神
父
様
方
と
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
修
道
会
の
ご
指
導
に
よ
り
一

人
の
少
年
と
、
外
国
か
ら
嫁
が
れ
た

方
の
二
人
の
お
子
さ
ん
が
洗
礼
を

受
け
、
５
人
の
小
学
生
が
初
聖
体
を

受
け
ま
し
た
。=

写
真
＝
こ
の
子
達

は
引
き
続
き
侍
者
の
勉
強
中
で
も

あ
り
、
私
た
ち
に
希
望
の
光
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
信
者
の
大
半
は

老
境
の
域
に
達
し
て
お
り
ま
す
が
、

置
か
れ
た
状
況
と
タ
レ
ン
ト
を
生

か
し
な
が
ら
、
月
２
回
ミ
サ
の
た
め

の
準
備
、
難
民
救
済
の
物
資
収
集
、

ミ
ニ
バ
ザ
ー
の
展
開
な
ど
一
致
協

力
し
て
教
会
活
動
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。 

 

去
る
１
月
30
日
に
は
、
有
志
が
白

河
教
会
の
殉
教
祭
に
臨
み
、
神
父
様

や
信
者
の
方
々
と
心
温
ま
る
交
流

を
す
る
こ
と
が
出
来
、
小
さ
な
教
会

で
あ
り
な
が
ら
、
他
教
会
と
の
交
流

は
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
と
し
て
、
大
き

な
広
が
り
に
な
る
と
確
信
し
た
一

日
で
も
あ
り
、
主
が
共
に
歩
ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。 

（
渡
邊
久
勝
） 



 
（８）

 
 私

の
気

分

転

換 

東
仙
台
教
会 

伊
藤
雄
基

〜
ホ
ッ
ト
す
る
こ
と
〜 

 

私
に
こ
ん
な
能
力
な
ん
て
あ
る

の
か
な
。
い
つ
も
そ
ん
な
こ
と
を

思
い
な
が
ら
、
色
々
な
仕
事
を
引

き
受
け
て
毎
日
過
ご
し
て
い
ま

す
。 

 

民
生
児
童
委
員
、
町
内
会
長
、

そ
れ
に
付
随
す
る
団
体
と
の
関

与
。
そ
し
て
教
会
の
信
徒
会
長
と

し
て
４
年
経
過
。
一
番
心
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
の
が
教
会
と
の
関

わ
り
で
す
。
要
領
の
悪
い
自
分
に

い
つ
も
疑
問
を
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

問
題
を
抱
え
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
重
圧
を
心
に
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
思
う
よ
う
に
考
え
が
ま
と

ま
ら
な
い
時
は
つ
い
、
た
だ
『
ボ
ー
』

と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
趣
味
を

持
た
な
い
私
な
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ

て
気
晴
ら
し
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
じ

っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
な
こ

と
も
あ
り
、
１
時
間
程
祈
り
な
が
ら

力
を
込
め
て
歩
く
こ
と
で
心
の
モ

ヤ
モ
ヤ
を
発
散
さ
せ
て
い
ま
す
。
物

事
に
立
ち
向
か
う
気
持
ち
を
再
燃

さ
せ
て
行
く
こ
と
で
、
ス
ッ
キ
リ
と

し
て
解
決
し
た
時
の
気
持
ち
に
満

足
感
を
感
じ
『
ホ
ッ
ト
』
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
動
い
て
い
る
中
に
い
つ

も
神
様
の
手
助
け
と
お
恵
み
が
あ

っ
て
の
こ 

と
と
感
謝 

し
て
い
る 

日
々
で
す
。 

 

活 

動 

紹 

介 
 

手
作
り
サ
ー
ク
ル 

（
北
仙
台
教
会
・
信
徒
親
睦
部
） 

前
身
は
バ
ザ
ー
の
時
期
だ
け
の

集
ま
り
で
し
た
が
、
４
年
前
か
ら
信

徒
親
睦
部
の
「
手
作
り
サ
ー
ク
ル
」（
代

表
大
野
道
子
）
と
し
て
、
親
睦
と
奉

仕
を
目
的
に
年
間
を
通
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。 

春
は
、
あ
け
の
星
会
（
仙
塩
地
区 

連
合
婦
人
会
）
総
会
バ
ザ
ー
、
秋
は 

教
会
の
バ
ザ
ー
で
手
作
り
品
を
販

売
し
、
収
益
金
を
あ
け
の
星
会
の
活

動
や
、
教
会
の
福
祉
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬

は
「
路
上
生
活
者
支
援
活
動
」
へ
毛

糸
の
手
編
み
帽
子
を
贈
っ
て
い
ま

す
が
、
３
回
目
と
な
っ
た
昨
年
は
１

０
０
人
分
を
用
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
で
買
っ
て
く
だ

さ
る
皆
様
や
、
作
品
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

定
期
の
例
会
は
月
に
２
回
、
中
庭

の
聖
母
像
を
の
ぞ
む
信
徒
館
で
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
40

代
か
ら
80
代
の
十
数
名
で
、
ド
ミ

ニ
コ
会
の
シ
ス
タ
ー
方
も
ま
じ
え
、

世
代
や
立
場
を
こ
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

小
さ
な
事
で
も
、
お
役
に
立
て
る

こ
と
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。
誰
で
も

気
軽
に
参
加
し
、
仲
間
と
楽
し
く
仕

事
を
し
て
、
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
宅

で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
を
何

よ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

最
近
、
教
会
外
か
ら
の
参
加
者
も

増
え
ま
し
た
。
編
み
棒
や
縫
い
針
を

運
び
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
い

会
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。 

（
遠
藤
雪
子
） 

聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
会 

田
面
木
修
道
院 

 

時
と
し
て
、
キ
ジ
の
親
子
が
、
食

堂
に
面
し
た
庭
を
優
雅
に
散
策
す

る
光
景
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
八
戸

市
の
田
面
木
に
あ
る
当
修
道
院
は

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

現
在
13
名
の
会
員
が
お
り
、
約
半
数

が
何
ら
か
の
形
で
、
直
接
に
主
た
る

使
徒
職
で
あ
る
学
校
教
育
に
携
わ

り
、
他
の
者
は
教
会
で
の
聖
書
研

究
・
教
理
研
究
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
教

授
、
ア
ソ
シ
エ
（
本
会
の
霊
性
に
よ

っ
て
信
徒
と
し
て
の
生
活
を
深
め

る
人
た
ち
）
の
担
当
や
院
内
の
仕
事

を
引
き
受
け
な
が
ら
、
文
字
通
り
毎

日
の
祈
り
で
、
学
校
を
支
え
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
た
め
、
当
修
道
院
の
特
徴
は

何
と
い
っ
て
も
、
学
校
と
の
関
わ
り

が
緊
密
で
あ
る
こ
と
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
修
道
院
の
聖
堂
で
は
、
園

児
・
児
童
の
祈
り
の
会
、
高
校
生
の

修
養
会
や
宗
教
の
授
業
、
教
職
員
の

始
業
ミ
サ
な
ど
が
行
わ
れ
る
他
に
、

大
切
な
試
合
前
の
必
勝
祈
願
で
し

ょ
う
か
、
運
動
部
の
生
徒
た
ち
の
祈

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ

ン
ス
語
を
勉
強
し
た
い
生
徒
が
始

業
前
や
放
課
後
に
修
道
院
を
訪
れ

て
来
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
修
道
院

に
学
校
の
姿
が
目
に
見
え
る
形
で

存
在
す
る
こ
と
も
私
共
に
使
徒
職

へ
の
熱
意
を
鼓
舞
し
て
く
れ
ま
す
。 

 
な
お
、
今
年
は
本
会
創
立
４
７
０

年
、
ま
た
、
総
会
の
年
に
も
当
た
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
は
会
の
カ

リ
ス
マ
を
現
代
の
教
会
と
社
会
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
貢
献
で
き

る
か
を
真
剣
に
探
求
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

（
Sr.
大
野
俊
子
） 

 

文

文 
 
 

芸 
 

 《
短
歌
》 

成
毛
一
雄
（
一
本
杉
教
会
） 

か
ぎ
り
な
く
青
き
空
よ
り
く
だ
り

来
て
祈
り
の
な
か
を
風
花
の
舞
う 

も
ろ
の
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
た
な
そ

こ
に 

こ
よ
な
き
い
の
ち
包
む
が
ご
と

く 梅
の
は
な
匂
え
る
園
の
碑
の
前
に
い

の
ち
の
重
み
受
け
と
め
て
た
つ 

《
俳
句
》 

 
 

佐
々
木
由
岐
子
（
東
仙
台
教

） 

会

初
空
へ
大
十
字
架
の
吸
わ
れ
け
り 

古
里
に
来
て
母
あ
ら
ぬ
夜
寒
か

 な

寒
椿
咲
き
継
ぐ
日
和
続
き
け
り 




